
 

演 習 

科目名 学内演習(Ⅱ) 

授業時間 単位 

15 時間 

（7コマ） 
1 単位 

科目のねらい・ 

目 標 

1．救命技術の教育・指導の重要性を説明できる 

2．対象となる集団をアセスメントできる 

3．対象観・教材観を反映した救命技術計画を作成できる 

4．救命技術指導を実施し、評価できる 

回  数 内  容（方法） 

    1-2 

1 救命技術指導の目的 

2.救命技術指導計画作成 

1)指導計画作成の目的 

2)指導計画作成のプロセス 

3)指導対象者のアセスメント 

4)救命技術指導に使用する教材の特徴 

5)指導内容・方法 

6)指導成果の評価方法 

      3-5 

3.指導案の作成(グループワーク) 

1)実習施設における救命技術の指導案を作成する 

(対象者、指導内容は施設の背景による) 

6 4. 指導の実際 

7 5.修正指導案作成（評価・修正） 

評  価 レポート（実習後の評価） 

テキスト なし 
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